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【棚板の数え方】 
陳列台帳を出力しましたが、棚板の段番号が上下逆転してしまっています。 

棚板を数える順序を「上から」「下から」に変更する方法はありますか？ 

 

→棚板を数える順序はモデルごとに設定します。 

モデル情報にある「棚板の数え方」にて設定すると、モデル編集画面上の「段番号」の数え方や、陳列台帳などの帳票上の「段番

号」の数え方を変更することができます。 

運用ポリシーにより「棚板の数え方」が固定されている場合には、棚板の数え方を変更することはできません。 
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1. 「棚板の数え方」の変更メニュー＜モデル情報を変更する＞ 

(1) [棚割モデル開く画面]などから、棚板の数え方を変更したいモデルを選択し、[棚割モデル情報]ボタンをクリックしてください。 

 

※こちらの手順で[棚割モデル情報]の変更を行うと、選択モデルの棚割モデル情報をすぐに変更・確定します。 

[棚割モデル情報]ボタンを

クリックしてください 

変更したいモデルを

選択します 

このメニューにて設定を変更すると、 
選択モデルの棚割モデル情報を 

変更・確定します。 
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2. 「棚板の数え方」の変更メニュー＜一時的な設定＞ 

(1) モデル編集画面でモデルを編集中に、一時的に設定を変更します。メニュー[モデル]-[棚割モデル情報変更]を選択してください。 

  

※こちらの手順で[棚割モデル情報]の変更を行うと、選択モデルの棚割モデル情報を一時的に変更します。 
※帳票を取引先様に提供する際に、同じ棚割モデルを使用しながら、先方の運用ルールに沿って「上から」「下から」を切り替えることがで

き便利です。 

このメニューにて設定を変更すると、 
今開いているモデルを閉じるまでの 
一時的な設定変更となります。 

モデルを変更することなく、「上から」「下から」
を変えて帳票出力することができます。 

[棚割モデル情報変更] 

を選択します 
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3. 「棚板の数え方」の設定方法 

(1) [棚割モデル情報編集画面]が表示されます。  [棚板の数え方]を確認してください。 

 

 

 

ここをクリックしてく

ださい 
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(2) 任意の数え方を選択してください。 

この設定により、モデル編集画面上の「段番号」の数え方、陳列台帳などの帳票上の「段番号」の数え方が変更となります。 

 

 

 プルダウンメニューから 

任意の項目を選択してください 

数え方の順序を「上から下」「下から上」と選択できます。 
[フック込][フック別]により、 

棚板と同様にフックをカウントするか、 
フックは棚板とは分けてカウントするか 

を設定できます。 

[更新]ボタンをクリック

してください 
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4. 棚板の「棚番号」の表示例 

(1) モデル編集画面上の「段数」の表示例 

  

 

商品上にマウスカーソルを 

重ねると… 

「台段」番号が表示されます。 

この例では1台目2段目となり、 

段が下からカウントされていることが 

わかります。 
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(2) モデル編集画面上の「段数」[フック別]の表示例 

数え方の順序を[フック別]にすると、フックと棚板を分けて段番号をカウントします。 

 

商品上にマウスカーソルを 

重ねると… 

「台段」番号が表示されます。 

この例では 

「2台目1段目の中の、フック5段目」 

と表示しています。 

棚板の数え方「上から下(フック別)」の場合、 
棚板は上からカウントし 

フックは棚板とは別に、上からカウントします。 
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5. 一時的な「棚板の数え方」の変更を保存する 

(1) 編集中モデルに棚割モデル情報の変更内容を保存する場合には、[上書き保存]してください。メニュー[モデル]-[棚割モデルの上書き保存]

を選択し、変更を保存します。 

 

[上書き保存]を行うと、陳列情報の保存だけでなく、棚割モデル情報も保存されます。 

[棚割モデルの上書き保存] 

を選択します 
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6. ＜参考＞【GXリッチクライアント版】運用ポリシーによる「棚板の数え方」の固定 

(1) 各ユーザーが自由に棚割モデルの棚板の数え方を変更できるかどうか、運用ポリシーにより制御することが可能です。 

システム管理より運用ポリシーを変更してください。 

 

※本設定にはシステム管理権限が必要です。 

[運用ポリシー]-[棚割モデル]にて、

「棚板の数え方を固定する」の設定を

変更します。 

「棚板の数え方を固定する」を「有効」と設定する
と、各ユーザーが個別の棚割モデルの数え方を 

変更することができなくなります。 
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ご 注 意 
□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 
日本総合システム株式会社にあります。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 
□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 
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※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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